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菜 tiDa,∠ 十pDa2,十2ipkDa , 山 一Pk2-- ･F,
p(1+ia)(2十iα),､2 . iγ- i
鶴 +二 三二 二 )(F･F)-lGJ2,r72q ufT q
を得るo ここで,modifiedbilinearoperatorDamFは,






¢ - 亨 exp〔‡J~oE(K.山 一tanh頼 df-iBt〕,










卑 2- -pi(kZl-k,?)/qi>0,k2- -γ/pi(･･pi<0),nl
o ≡ arg(b2/bl)
- arctan〔2A tα(prqi-Piqr)十i (prqr･piqi)ik.K_/qi





















初数値;Q(i- 0)- -C1Sin(宝x )
十 52eXP〔2打iX(一様乱数)〕,
の場合の例を示すoただし,p,= 1･0,piニー
210, qr- -2･0, qi- 1･0, γ- 1･0,-150
≦x≦150, 51= 0･01, -C2=0･10
右図に示されているように,ノイズがrによっ
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を中性子小角散乱で測定した (Vは試料体積 )｡これらの関数では,時間 ととともに,Sの極
大を与えるkの値 km(i)が小さくなるとともに,極大値 S(km,i)が増大するo この結果は
古川浩1)の提唱する時間に依存 しないユニバーサルなスケーリング関数
～ 3∬2




のようにスケールされることが判明した (αは定数 )20-4)ここで km(i)も指数則
km(i)～t-a
に従 う(αは定数 )0
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